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平成r)=
)年度■二

6会計予算を可決
総額
(前年度比

□~‐1股会計□□□□□□
258億 1,458万 7千円
(前年度比 17億 4,962万 6千円減＼)

【歳入】

地方交付税

国・県補助等

市債
-23億

7,393万4千円

その他 ■ 6億2,227万2千円

■≡
・
慟 硼記
負担金・手豪再撃 峰 哺 L5輩 猟

万円

ξλtL彫露:観聟
依存財源 (他に頼つた収入)

自主財源 (本市独自の収入)

【歳出】

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費 (借金返済)

その他

18億4,311万 1千円

5億9,551万7千円

14億8,174万 4千円

9億4,257万6千円

義務的経費 (人件費など最低限必要な経費)

投資的経費 (事業費など投資する経費)

そ の 他 (施設の維持管理などの経費)

2億3,766万7千円

21億 5,944万 1千円

・・・ 210億 192万 3千 円 (81.4%ゝ )
・・ 47億 9,529万 4千 円 (18.6%′ )

388億 7,406万円
17各議412 万 7千円減額 )

108億 7,007万9千円

71億 5,300万 8千円

121億801万 9千円

146億 5,857万 7千 円 (56.8%′ )
28億 3,697万 3f円 (11.0%ヽ )
83億 1,903万 7f円 (32.2%′ )
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□□□□後期高齢者医療特層u会計□
6億 3,598万 2干円
(前年度 Lヒ ¬,804万 6干円増 /)

□国 民健康保 険特別会計□□□□
56億 8,140万円
(前年度比 1億 3,570万 1千円増/)

□介 護 保険特層U会計□□□□
56億 9,457万 4干円
(前年度比 1,954万 7干円増′)

□□□住宅新築資金等貸付棚陰計□
2,52了 ;万円
(前年度比 107万 7干円湖 )ヽ

□水道事業会計□□□□
10億 2,524万 7干円

(前年度比 η億 2,668万 8千 円減 )ヽ

□‖鯉

マスコツト

キヤラクター事業

(170万円)

嘉穂島区だヽ学機統合施藷通
‐
藷撃葉讐菅TIT鷲電

(約 13億 4′ 500万 F〕 )

鴨生地区水害対策事業

(1億 5′ 600万円)

かまししちゃん 建設が進む嘉穂小学校

¨
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業

鴨生地区の調整池
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罐酢をも医療費

入院以外の場合

1月 につき 600円 。
(自 己負担分相当額

が 600円に満たない時

は、当該額。)

自己負担分相当額

の全額

支給対象を拡大

低 学 年

児   童
(1～ 3年 )

高 学 年

児   童
(4～ 6年 )

入院の場合

1日 につき 500円。た

だ し、 1月 に つ き
3,500円 を限度 とす
る。

1日 につき 500円。た
だし、1月 につき3,500

円を限度とする。

(今回拡大した部分)

子
ど
も
医
療
費

の
支

給
に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正

７
月

１
日

か
ら
、
小

学

校
高
学

年

（４
年
生

か
ら

６
年
生
）
の
入
院

の
場
合

の
自
己
負
担
額
が
１
日
５

０
０
円
、
１
カ
月

に

つ
き

３
５
０
０
円
と
軽
減
さ
れ

ま
す
。

小
学
校
高
学
年

の
入
院

以
外

の
場
合

は
、
こ
れ

ま

で
ど
お
り
自
己
負
担
分
相

当
額
を
負
担
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

（５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

子ども医療費の自己負担額 (7月 1日 から)

道路改良工事 (3カ 所 )
災害復旧工事等

5,097万 円減
9,751万 2千 円減

3月補正予算
一 般  会  計  25億 4,336万 5干 円減額

総額 271億 9,513万 4千円

国民健康保険特別会計   208万 5千円増額

総額  59億 9,435万 円

6億 1,949万 3干円

54億 9,135万 6二F円

2,634万 7二F円

総額  11億 4,120万円

総額/27億 5098万 1千円減額の404億 6788万円

一般会計補正の主なもの
(歳 入 )
財政調整基金繰入金  3億 9,360万 4千円減
市債 (借金)     20億 1890万 円減
(歳 出 )
ケーブルネットワーク基盤整備事業

20億 211万 1千円減
(7ベ ージに関連記事 )

かんがい施設等整備工事  1億 1,950万 円増

ケーブルテレビジ∃ン
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ｒ
口

民
「

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各 委員会で付託された議案の審議結果は8ペ ージ )

※総務財政委員会は、審査付託案件がありませんで した。

民生文教委員会

入院、通院の

無料化実現を

（菫”一″螂（轟〕一″鞣
阿趾ピ陣詢へしぼ脚蜘剌

請
等
約
３
カ
月
を
必
要
と

」二〕〓″崚　　　　　膊一‐こ事るけ一一枷一カヽ上自「一

▲籠”〕一̈　　　　　疇̈
¨̈̈
」一『̈）・州

委
員
よ
り
、
市
長
は

マ

贔饉騨」）瘍
（一】中一フ機
（稽‐ェ”ハれ時［一層

子
ど
も
医
療
費
の
支

給

に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正

本
案
は
、
平
成
２５
年
７

月
１
日
の
診
療
分
か
ら
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年

生
ま

で
の
児
童

に
対
す
る

入
院

の
場
合

の
医
療
費

の

支
給
を
新
た

に
対
象
と
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の

で
す
。

ま
た
、
施
行
日
が
平
成

２５
年
７
月
１
日
と
な

っ
た

経
緯
と
し
て
は
、
子
ど
も

医
療
費

の
対
象
者
拡
大

に

つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
飯

塚
市
、
桂
川
町
と
足
並
み

を
揃
え

る
話
を
し
て
い
ま

院
、
通
院

の
無
料
化
を
う

た

っ
て
い
る
が
、
そ
の
実

現

の
考
え
は
な

い
か
と

の

質
問

に
対
し
、
気
持
ち
と

し
て
は
、
無
料
化

に
向
け

て
前
進
し
た

い
が
、
財
政

状
況
と
の
関
係
も
あ
る
。

合
併
が
あ
る
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
、
合
併
が
将

来
想
定
さ
れ
る
飯
塚
市
、

桂
川
町
、
嘉
麻
市
は
足
並

み
を
揃
え

て
行

こ
う
と

い

う

こ
と
を
内

々
首
長

で
話

は
し
て
お
り
、
今
回
、
予

算
的

に
も
４
０
０
万
円
程

度
な

の
で
足
並
み
を
揃
え

た
。状

況
を
見
な
が
ら
、
指

摘

の
点
は
前
進
さ
せ
た

い

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

田淵副委員長

梶原委員
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廣方委員

（一一一」）疇　　　　　　　嚇 公
園
及
び
児
童
遊
園
条

例
の

一
部
を
改
正

本
案
は
、
碓
井
出
川
児

童
遊
園
公
営
住
宅
内
の
利

用
者
の
減
少
等
に
伴
い
、

当
該
児
童
遊
園
を
廃
止
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

執
行
部
よ
り
、
こ
の
児

童
遊
園
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
か
ら

「
こ
の
公
営

住
宅
に
は
駐
車
場
が
な
く
、

市
道
に
車
を
駐
車
し
て
い

る
た
め
、
緊
急
車
両
な
ど

が
通
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、

利
用
者
が
少
な
い
こ
の
児

童
遊
園
を
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
た
い
。
」
と
の
要

望
が
あ
り
、
今
回
廃
止
す

る
こ
と
と
し
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
市
内
各
所

の
市
営
住
宅
を
見
る
と
、

こ
の
よ
う
に
緊
急
車
両
が

通
れ
な
い
状
態
に
な

っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

全
体
を
調
査
し
整
理
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
意
見
に

対
し
、
利
用
者
が
少
な

い

公
園
や
不
法
駐
車
な
ど
に

つ
い
て
は
、
十
分
調
査
を

し
、
今
後
対
応
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

不法駐車など

十分調査 し対応を

出川児童遊園

産業建設委員会

森 委員長

吉永委員

２
月
５
日
～
７
日

行
政
視
察

（豊
見
城
市
、
う
る
ま

市
、
浦
添
市
）

２
月
６
日
～
７
日

行
政
視
察

（鳴
門
市
）

２
月
２‐
日

３
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

３
月
１２
日

農
業
委
員

の
推
薦

に
つ

い
て

３
月
１５
日

３
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

２
月
２７
日

嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備

に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

３
月
１３
日

国
道
３
２
２
号

バ
イ

パ

ス
整
備

に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て

３
月
４
日

情
報
基
盤
整
備

に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て

３
月
２７
日

議
会
改
革

に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

‐２

月

２７
日

・
１
月

１７

日

１
月

２４
日

・
２

月

４

日

２

月

１５
日

・
２

月

２８

日

３

月

５

日

情
報
漏
洩
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

１
月
１６
日

議
会
広
報
編
集

に

つ
い

て
１
月
２‐
日

議
会
広
報
編
集

に

つ
い

て
１
月
２４
日

議
会
広
報
編
集

に

つ
い

て

嘉

穂

地

区

小
学
校

統
合

施

設

整

備

に

関
す

る

調
査

特

別

委

員
会

議会だよりかまし(28号 )



人事案件

人
権
擁
護
委
員

の
任
期

満
了
に
伴

い
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

金
子
　
英
喜
氏

（稲
築
）

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か

県
央
環
境
施
設
組
合
公
平

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
会

一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

伊
藤
　
浅
男
氏

（山
田
）

農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
次
の
４

名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

宮
原
　
由
光
氏

（山
田
）

廣
方
　
　
悟
氏

（嘉
穂
）

嶋
田
　
尋
美
氏

（碓
井
）

以
上
議
員

梅
永
　
茂
美
氏

（稲
築
）

意見書

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（環
太
平
洋
経

済
運
携
協
定
）
へ
の
対

応
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
及
び
本
県
の
農

業
に
対
す
る
壊
滅
的
な
打

撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
つ
い
て
は
、
断
固
と
し

て
参
加
せ
ず
、
食
料
自
給

率
の
向
上
や
食
料
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
も
、
徹
底

し
た
情
報
開
示
と
国
民
的

議
論
を
行
う

こ
と
な
ど
、

４
項
目
に
つ
い
て
国
に
要

請
す
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致
・可
決
）

ブ
ラ
ツ
ド
バ
ツ
チ
療
法

の
保
険
適
用
及
び
脳

脊
髄
液
減
少
症
の
診

断
ム
層
療
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治

療
に
有
効
な
ブ
ラ
ッ
ド
パ

ッ
チ
療
法
の
治
療
基
準
を

や
か
に
定
め
、
平
成
２６
年

度
に
保
険
適
用
と
す
る
こ

と
な
ど
、
４
項
目
に
つ
い

て
国
に
要
請
す
る
も
の
で

す
。

（全
会

一
致
・可
決
）

鶴
籠
口
＝
減

″

ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

基

盤

整

備

事

業

費

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
基
盤
整
備
事
業
（全
市
拡
張

。
２
カ
年

事
業
）
の
予
算
約
２３
億
円
は
全
額
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

事

業
が

進
ん

で
い
な
い

３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
情
報
基
盤
整
備
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
執
行
部

よ
り
、

「事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
は
、

合
併
特
例
債
を
財
源
に
充
当
し
て
お
り
、
平
成

２４
年
３
月
に
予
算
が
議
決
さ
れ
て
以
降
、
事
業

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
県
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
受
け
、
起
債
に
必
要
な
県
の
同
意
を
得

る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
た
め
、
事
業
費
全
額

を
減
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

補

正

予
算

で
再
計

上
し
た

い

「当
初
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式

二

部
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
）

で
の
予
算
計
上
だ

っ
だ
が
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式

（全

線
光
ケ
ー
ブ
ル
）
で
全
市
拡
張
を
と

い
う
議
会

の
決
議
も
あ
り
、
研
修
等
に
行
き
検
討
す
る
中

で
、
公
設
公
営
、
公
設
民
営
な
ど
様
々
な
整
備

の
方
策
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
嘉
麻
市
に
合

っ
た
方
式
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
も
う

少
し
時
間
が
か
か
る
。
早
急
に
検
討
し
６
月
か

９
月
に
は
補
正
予
算
を
計
上
し
た

い
」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
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議案の結果一覧 (3月定例会 )
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○ …・全会一致

△ …・賛成 多数

※ …・討 論 あり

議案 第 1号  新型インフルエンザ等対策本部の設置に関し必要な事項を定める

″第 2号 地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービス事業の基準を定める

″第 12号  嘉穂第一、千手、足白、宮野の学童保育所を平成26年度よリーつに統合する

″第 13号  子ども医療費を拡充し、小学校4年生～6年生までの入院の場合の自己負担額を定める

″第 14号  法改正に伴う、障害者自立支援審査会の委員の定数等を定める条例等関係条例の整備

″第20号 法改正に伴う、ふくおか県央環境施設組合規約の条文の整備

議案 第 3号 森林・林業・林産業の振興に関する事項を調査審議するため、協議会を設置する ○可  決
″第 4号  第1次一括法の施行に伴い、市道の構造の技術的基準を条例で定める ○可  決
″第 5号  第2次一括法の施行に伴い、移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を条例で定める ○可  決
″第 6号 第1次―括法の施行に伴い、案内標識、警戒標識等の寸法について条例で定める ○可  決
″第 7号 第1次―括法の施行に伴い、準用河川の堤防等の構造に関する技術的基準を条例で定める ○可  決
″第 8号 第1次一括法の施行に伴い、公営住宅及び共同施設の整備基準を条例で定める ○可  決
″第 9号  第2次―括法の施行に伴い、移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を条例で定める ○可  決

″第 10号  第1次―括法の施行に伴い、水道事業で生じた利益及び資本乗」余金の処分について条例で定める ○可  決
″第 11号  第2次―括法の施行に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格基準を条例で定める ○可  決
″第 15号  第1次―括法の施行に伴い、公営住宅の入居者資格の収入基準を条例で定める ○可  決
″第 16号  第2次―括法の施行に伴い、都市公園の設置基準を条例で定める ○可  決
″第 17号  碓井出川児童遊園公営住宅内の利用者の減少等に伴い、児童遊園を廃止する ※〇可 決
″第 18号  嘉穂地区桑野の市道山瀬川線の道路改良工事に伴い、終点の変更を行う ○可  決

請願 第 1号  老朽化した山田地区の下宮橋、杉町橋の架け替え工事をする 継 続 審 査

議案 第21号 平成24年度 一般会計補正予算 (第 7号 )

″第22号  平成24年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第 1号 )

″第23号  平成24年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 3号 )

″第24号 平成24年度 水道事業会計補正予算 (第 2号 )

″第25号  平成25年度 一般会計予算

″第26号 平成25年度 国民健康保険事業特別会計予算

″第27号 平成25年度 後期高齢者医療特別会計予算

″第28号 平成25年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

″第29号 平成25年度 介護保険事業特別会計予算

″第30号  平成25年度 水道事業会計予算

議案第31号  福岡県市町村職員退職手当組合の規約を変更する
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イ、

田 中  義 幸  議員
デジタルSTB設置工事について

藤   伸 ―
いじめ対策の強化について

田 中 日 本 明
組織機構の見直しについて

永 水  民 生
空き家対策について

山 倉  敏 明
施政方針について

浦 田  吉 彦
命の水、どう守る

議 員

議 員

議 員

議 員

田 上  孝 樹  議員
ふるさとハローワーク事業について

中 村 春 夫  議員
水資源の有効利用について

赤 間  幸 弘  議員
学校間の光ファイバー敷設について

山 本  幹 雄  議員
農道延長及びその舗装状況について

田 淵 千 恵 子
福祉行政について

議 員

10P

1lP

12P

13P

14P

10P

1lP

12P

13P
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Llコピん質問

田中議員

デジタル S tt B設置工事について

間.指示をしたかどうか確認
をしていないのか

答.本人に何ら聞いていない

質
　
平
成
２４
年
１２
月
議
会

で

「施

工
す

る
に
当
た

っ

て

一
部
設
計
を
変
更
す
る

事
態
が
生
じ
た
。
担
当
係

と
請
負
業
者
と
施
行
管
理

者

の
協
議

の
中

で
精
査
し
、

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
係

の
方

か
ら
指
示
を
し
た
」
と
回

答
し
て
い
る
。

こ
の
と
き

の
担
当
は
誰
か
。

松
本
Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
係
長

と

い
う

こ
と
に
な
る
。

質
　
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
係

長

に

「係
長
が
、
別

の
工

事
を
指
示
し
た
と
松
本
参

事
が
言

っ
て
い
る
が
本
当

か
」
と
尋
ね
た
。
そ

の
時

本
人
は

「別

の
工
事
を
す

る
よ
う
指
示
し
た

こ
と
は

な

い
」
と
言
わ
れ
た
が
ど

う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
本

人
と
は

こ
の
件

に
関
し
て

何
ら
話
を
し
て
い
な

い
。

質

　

再

度

確

認

す

る

が

、

指
示
を
し
た
か
ど
う
か
本

人

に
確
認
を
し
て
い
な

い

と

い
う
こ
と
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
私

は
何
ら
聞

い
て
い
な

い
。

質
　
精
査
表
を
出
さ
せ
た

と

い
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
様
な
も
の
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
業

者
が
施
工
し
た
実
際

の
出

来
高
だ
。

質
　
そ
れ
は
情
報
公
開

で

出
せ
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
出

せ
な

い
。

質
　
当
初
設
計
以
外

の
工

事
を
し
た
な
ら
、
比
較
検

討
し
な
け
れ
ば
設
計
増

に

な
る
か
そ
う

で
な

い
か
は

分
か
ら
な

い
。
情
報
公
開

で
出
せ
な

い
な
ら
、
何
故

設
計
増

に
な
る
か
知
る
す

べ
が
な

い
。
通
常

の
公
共

工
事
は
調
査
委
員
会

で
確

認
さ
れ
る
。
内
部
調
査
し

て
検
証
す
る
し
か
な

い
。

田
中
副
市
長
　
担
当
課
長

は
、
出
来
高
を
取

っ
て
竣

工
を
認
め

て
い
る
。
調
査

の
必
要
は
な

い
。

質
　
非
常

に
大
事
な

こ
と

だ
。

こ
れ
を
聞

い
て
い
て

疑
間

に
思
わ
れ
た
方
も

い

る
。
説
明
責
任
を
果
た
し

て
も
ら

い
た

い
。

松
岡
市
長
　
設
計
通
り
に

実
施
さ
れ
た

の
か
ど
う
か
、

確
認
が
的
確

に
行
な
わ
れ

る
よ
う
努
め
る
。

※
他
に
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
と
、
住
民
説
明
会

に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

田上議員

ふるさとハローワーク事業について

間.本市での事業開設
について

答.福岡労働局職業安定課と
話を進めていきたい

質
　
住
民
に
便
利
な
就
労

相
談
窓
日
と
し
て
、
ふ
る

さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業

が
あ
る
が
、
説
明
を
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
相

談
室
に
つ
い
て
は
、
職
業

安
定
所
が
設
置
さ
れ
て
い

な

い
市
町
村
が
国
と
共
同

に
よ
り
運
用
、
庁
舎
な
ど

の

一
室
を
活
用
し
て
職
業

紹
介

に
あ
た

る
も

の
で
、

職
安
の
職
員
が
常
駐
し
て

求
人
情
報
自
動
検
索
機
も

設
置
さ
れ
、
職
安
に
代
わ

る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

質
　
開
設

に
つ
い
て
は
条

件
等
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

産
業
振
興
課
長
　
４
項
目

あ
り
、
人

口
が
５
万
人
以

上

で
あ
る
こ
と
、
年
間
相

談
件
数
が
７
０
０
０
件
以

上

で
、
年
間
就
職
件
数
が

３
２
０
件
以
上
見
込
が
あ

る
こ
と

の
ほ
か
、
緊
急
性
、

必
要
性
が
高

い
と
思
わ
れ

る
理
由
が
必
要
だ
。

質
　
一景
麻
市

に
あ

て
は
め

た
と
き
担
当
課

の
所
見
は
。

産
業
振
興
課
長
　
非
常

に

ハ
ー
ド

ル
は
高

い
と
想
定

さ
れ
る
が
、
利
用
者

の
利

便
性
地
域

２
雇
用
情
勢

の

改
善
な
ど

に
効
果
的

で
あ

る
。
国

の
機
関

で
あ

る
福

岡
労
働
局
職
業
安
定
課
と

話
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質
　
人

口
５
万
人
以
下

で

開
設
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
よ
く
協
議
し
て
い

た
だ
き
た

い
。
本
市

で
開

設

で
き
れ
ば
障
が

い
者

や

子
育

て
中

の
女
性
、
ま
た

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
地

域
住
民

の
就
職

の
促
進
と

利
便
性

の
向
上

に
大
き
く

役
立

つ
も

の
と
考
え

る
が
。

松
岡
市
長
　
一帰
麻
市

に
あ

っ
た
方
が

い
い
こ
と
は
間

違

い
な

い
と
思
う
が
、
実

際

に
認
可
さ
れ
る
か
ど
う

か
と

い
う

こ
と
も
あ

る
の

で
調
査
研
究
を
し
た

い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー

ド
化
に
つ
い
て

質
　
被
保
険
者

の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
カ
ー

ド
様
式

に
し
て

一
人

一
枚

交
付

で
き
る
よ
う

に
し
て

は
ど
う
か
。

市
長
　
カ
ー
ド
化
は
、
利

用
者

に
と

っ
て
は
非
常

に

利
便
性
が
あ
る
の
で
状
況

を
見
て
、
嘉
麻
市
だ
け
で

も
紙
製

の
カ
ー
ド
を
考
え

て
い
き
た

い
。
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こ
藤議員

いじめ対策の強化について

間.児童・生徒の教育相談
体制の充実を図るべき

答。いじめの早期発見と対応が
できる体制を充実していく。

質
　
教
育
委
員
会

で
把
握

し
て
い
る

い
じ
め

の
実
態

と
事
例
は
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
小

学
校
６
件
、
中
学
校
５
件
、

合
計

で
Ｈ
件
を
把
握
し
て

お
り
、
現
在
、
１０
件
は
解

決
済
み
で
、
１
件
は
解
決

を
図
る
取
り
組

み
を
行

っ

て
い
る
。

質

　

来

年

度

に
お

い
て
、

国

の
予
算
を
活
用
し
、

い

じ
め
根
絶

の
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長
　
来
年
度

予
算

に
お

い
て
、
学
校
支

援
相
談
員
を
１
名
増
員
し

て
、

い
じ
め
対
策
を
強
化

し
て
い
く
。

質
　
児
童

・
生
徒

の
教
育

相
談
体
制

の
充
実
を
、
迅

速

に
行

っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長
　
家
庭

・
学
校

・
地

域
と
連
携
を
深
め
、
的
確

な

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
、

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
、

教
育
相
談
体
制

の
充
実
を

図

っ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ

い
て

質
　
通
学
路

の
安
全
性
確

保

の
観
点

か
ら

の
、
安
全

総
点
検

に
お
け
る
危
険
箇

所

の
取
り
組
み
の
進
捗
状

況
は
。

学
校
教
育
課
長
　
緊
急
合

同
点
検

に
よ
る
危
険
箇
所

が
２７
箇
所
あ
り
、
改
善
箇

所
１５
箇
所
は
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
改
善
を
図

っ

て
い
く
。
残
り

の
１２
箇
所

は
、
用
地
買
収
等

の
問
題

が
あ
り
、
現
在
、
登
下
校

指
導
を
行

っ
て
い
る
。

質
　
国

の
予
算

で
、
防
災

安
全
交
付
金
を
活
用
し
て
、

通
学
路
安
全
対
策

ア
ド

バ

イ
ザ
ー

の
派
遣
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
県

に
問

い
合
わ
せ
を
行

っ
て
お
り
、

詳
細
が
で
き
次
第
活
用
し

て
い
く
。

※
そ
の
他
、
学
重
保
育
所

の

日

曜

・
祭

日

の

開

設

、

フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事

業
、
障
が

い
者
の
就
労
支

援
に

つ
い
て
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

水資源の有効利用について

間.回道322号バイパスや
八丁峠トンネルエ事に伴う
地下湧水を利用できないか

答。水量を確認した上で、飲料水や  中村議員
農業用水などへの活用を検討する

質
　
国
道
３
２
２
号

バ
イ

パ
ス
や
八
丁
峠
ト

ン
ネ

ル

エ
事

に
伴
う
地
下
湧
水
を

利
用
で
き
な

い
か
。

山

口
土
木
課
長
　
平
成
２５

年
度
よ
リ
ト

ン
ネ

ル
掘
削

工
事

に
着
手
す
る
予
定

で

あ
り
、
湧
水

に
つ
い
て
は
、

掘
削
し
て
み
な

い
と
水
量

は
分
か
ら
な

い
。
ト

ン
ネ

ル
内

の
防
火
用
水
を
超
え

る
分

に
つ
い
て
は
市
と
し

て
活
用

で
き
る
の
で
、
水

量
を
確
認
し
た
上

で
、
関

係
各
課
を
含
め
、
飲
料
水

や
農
業
用
水
な
ど

へ
の
活

用
を
検
討
す
る
。

山
田
川
の
白
濁
水
に

つ
い

て質
　
稲
築
地
区

に
お
け
る

山
田
川

の
自
濁
水
は
、
坑

内
水

の
硫
化
水
素
を
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
中

和

し

た

た

め

で
あ

る

が

、

中
和
後

の
水
は
本
当

に
安

全
な

の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
〈
フ
年
２

月

に
、
２６
項
目

の
水
質
検

査

や
異
臭
調
査
を
行

っ
た

が
、

い
ず
れ
も
人
体

に
影

響
を
及
ぼ
す
数
値
は
出

て

い
な

い
。

産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
に

つ
い
て

質
　
２
月
１９
日

に
県
が
発

表
し
た

「産
廃
定
期
掘
削

実
施
、
県
処
分
場

の
監
視

強
化
」

に

つ
い
て
、
市
は

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
現
在
稼
動
し

て
い
る
県
内

１９

カ
所

の
安

定
型
最
終
処
分
場

に
お

い

て
、
県
は
５
年

の
許
可
期

限

ご
と

に
処
分
場

の
廃
棄

物
を
掘
り
起

こ
し
、
許
可

外
廃
棄
物

の
混
入

の
有
無

を
調
査
し
て
い
る
。
２５
年

度
は
、
監
視
指
導
強
化
費

２
７
０
０
万
円

の
当
初
予

算
を
組
ん

で
い
る
よ
う

で

あ
る
。

質
　
熊

ヶ
畑

の
不
法
投
棄

産

業

廃

棄

物

に

つ

い
て
、

そ
の
後

の
県
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
新
た
な
進
展

は
な

い
が
、
引
き
続
き
水

質
検
査
を
行
う
。

質
　
百

々
谷
産
業
廃
棄
物

処
分
場

へ
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
３
月
２６
日
に
、

県
が
百

々
谷
集
会
所

で
地

元
説
明
会
を
実
施
す

る
予

定
で
あ
る
。

質
　
熊

ヶ
畑
産
業
廃
棄
物

処
分
場

へ
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
市

の
監
視
員

に
よ
る
立
ち
入
り
調
査
は

定
期
的

に
月
１
回
行

っ
て

い
る
が
、
異
常
が
あ
る
と

の
報
告
は
な

い
。
拡
張
申

請

に

つ
い
て
は
現
在
も
県

に
お

い
て
審
議
中

で
あ
る
。千手川

Llコピん質 問
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Llコピん賣間

田中議員

組織機構の見直しについて

間。400人体制を可能にする
組織機構の構築が必要だ

答。十分精査して進める

・ ヽ
ヽ

質
　
〈
７
後

の
行
政
改
革

の

計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か
。
松
岡
市
長
　
財
政

の
健
全

化
、
効
率
的
な
組
織

の
構

築
、
民
間
活
力

の
導
入
、

人
材
育
成
、
市
民
参
加

の

協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
方
針
と
し
、
個
別

に
計

画
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

質
　
行
政
改
革
と
活
性
化

対
策

の
同
時
進
行
は
、
相

当

の
覚
悟
と
決
断
を
迫
ら

れ
る
と
考
え

る
。
ち
ま
た

で
は
合
併
離
脱
と

い
う

こ

と
も
耳

に
す
る
が
市
長

の

考
え
は
。

市
長
　
当
時

の
旧
自
治
体

は
ど

こ
も
先
が
見
え

て
お

り
、
合
併
は
最
大

の
合
理

化
だ
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
は
あ

る
が
嘉
麻
市
ト

ー
タ

ル
で
考
え

る
必
要
が

あ
り
、
す

べ
て
が
納
得
す

る
事
業

の
実
施
は
不
可
能

だ
。
質
　
人

口
増
、
歳
入
増

に

つ
な
が
る
実
現
可
能
な
政

策
は
。

市
長
　
例
と
し
て
、
国
道

３
２
２
号
ト

ン
ネ

ル
が
全

面
開
通
す
れ
ば
、
工
場
団

地
等
を

つ
く
る
と
人

口
増

や
収
入
増

に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

質
　
平
成

２８
年
度
か
ら
段

階
的

に
交
付
税

の
削
減
が

あ
り
、
平
成
３３
年
度

に
は

更

に
厳
し

い
財
政
状
況
が

見
通
せ
る
。
人
件
費

の
削

減
が

一
番
だ
が
、
職
員
と

い
う
人
的
資
産
を
有
効

に

活
用
す
る
方
策
は
な

い
の

か
。
市
長
　
職
員

の
削
減
は
限

界

に
来

て
い
る
。
庁
合

に

つ
い
て
も
あ
る
程
度
集
約

が
必
要
と
考
え
る
。

質
　
交
付
税

の
削
減
が
わ

か

っ

て

い

る

な

ら

、

４
０
０
人
体
制
を
可
能

に

す
る
組
織
機
構

の
構
築
が

必
要
で
は
な

い
の
か
。

市
長
　
機
構
改
革

に
つ
い

て
も
非
効
率
的
な
面
、
改

革

の
余

地

は
な

い

の
か

十
分
精
査
し
て
取
組
ま
な

け
れ
ば

い
け
な

い
と
考
え

′０
。
情
報
基
盤
整
備
に
つ
い
て

質
　
〈
フ
後
の
情
報
基
盤
整

備
に
ど
う
取
組
む
の
か
。

市
長
　
運
営
の
方
式
等
を

十
分
検
討
し
、
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

質
　
行
政
の
事
業
実
施
に

対
す
る
責
任
の
重
さ
を
十

分
認
識
し
、
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た

い
。

市
長
　
情
報
基
盤
整
備
は

嘉
麻
市

に
と

っ
て
非
常

に

重
要
な
部
分

で
あ
り
、
市

民
に
と

っ
て
素
晴
ら
し

い

情
報
基
盤
整
備

に
な
る
よ

う
努
め
る
。

稲築庁舎窓□

/

赤間議員

学校間の光ファイバー敷設について

間.市内どこでも同じ教育
環境ができないものか

答.検討したい

質
　
昨
年
Ｈ
月
、
碓
井
中

学
校
で
の
教
育
講
演
会
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
内

容
と
生
徒
等
の
感
想
は
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
の

朝

日
健
太
郎
氏

に
よ

る

「諦
め
な

い
心
、
競
技
を

通

し

て
得
た

一
番

の
財

産
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講

演
で
、
生
徒
か
ら
は
、
日

標
を
持

つ
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
た
と
い
う
感
想
が

あ

っ
た
。

質
　
ほ
か
の
小

・
中
学
校

で
の
講
演
会
と
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校

２８
件
、
中
学
校
１７
件

の
４５

件
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は

い
じ
め
事
案
が
社
会
的

に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
、
各
学
校
と
も
、

い

じ
め
防
止

や
規
範
意
識

に

つ
い
て
の
内
容
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。

質
　
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
に

よ
る

「
コ
オ
ー
デ
イ
ネ
ー

シ

ョ
ン
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
」

の
効
果
は
。

山
田
生
涯
学
習
課
長
　
公

立
保
育
所
か
ら
は
、
子
ど

も
同
士

の
ト
ラ
ブ

ル
が
減

り
、
お
互

い
譲
り
合
う
優

し

い
面
が
出

て
き

て
、
友

達
同
士

で
励
ま
し
合
う
姿

が
よ
く
見
ら
れ
、
友
達
と

一
緒

に
遊

べ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。

話
を
集
中
し
て
聞
く
よ

う

に
な
り
、
教
え

て
い
な

い
の
に
半
分
以
上

の
子
ど

も
が
さ
か
上
が
り
や
登
り

棒
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ

た
。運
動
が
苦
手
だ

っ
た
子

ど
も
も
笑
顔

で
参
加
す
る

よ
う

に
な
り
、
何

に
対
し

て
も
す
ぐ
飽
き
た
り
、
き

つ
が

っ
て
い
た
子
ど
も
が

一
定
時
間
集
中

で
き
る
よ

う

に
な
り
、
少
し
体
力
も

付

い
て
き
た
。

質
　
あ
る

一
部

の
施
設
だ

け
で
は
な
く
、
光

フ
ァ
イ

バ
ー
を
使
用
し
公
開
講
座

等

に
利
活
用

で
き
な

い
も

の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
、

各
施
設
を
結
ぶ
光

フ
ア
イ

バ
ー
設
備
は
な

い
。

棄
野
教
育
長
　
教
育
委
員

会
と
し
て
は
財
政
当
局
と

話
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た

い
。

質
　
一景
麻
市

の
教
育
環
境

改
善
は
学
力
向
上

に
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

松
岡
市
長
　
学
校
間

の
光

フ
ア
イ

バ
ー
敷
設

に
つ
い

て
は
、
必
要
だ
と
考
え

て

い
る
の
で
検
討
し
た

い
。

朝日健太郎氏の請演 (碓丼中)
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永水議員

空き家対策について

間.空き家管理条例 (仮称)
の制定について

答.担当課を早く決め、
条例を制定したい

質
　
空
き
家

に
つ
い
て
は
、

２
０
０
８
年

の
総
務
省

の

調
査

で
は
、
全
国

で
空
き

家
が
約
７
５
７
万
戸
、
嘉

麻
市
内

に
お

い
て
も
約
２
，

８
０
０
戸
あ
る
と
と

い
う

結
果
が
出
て
い
い
る
。

ま

た

、

空

き

家

率

は

、

２
０
０
８
年

の
１３
・
‐
％

か
ら
２０
年
後

の
２
０
２
８

年

に
は
、
２３
・
７
％
に
増

加
、
さ
ら

に
２
０
４
０
年

に
は
、
４３
％
ま

で
増
加
す

る
予
測
が
で
て
い
る
よ
う

だ
。一
口
に
空
き
家
と

い

っ

て
も
様

々
な
形
態
が
あ
り
、

所
有
者
が
管
理
、
不
動
産

業
者
が
管
理
、
そ
れ
か
ら
、

今
、
大
き
な
社
会
問
題

に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
、
所

有
者
等
が
不
明
な
老
朽
化

し
た
危
険
な
空
き
家
も
あ

′０
。こ
れ
ら

の
空
き
家

に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
自
然

倒
壊

の
恐
れ
や
、
廃
棄
物

の
不
法
投
棄

の
場
所
、
害

虫

・
悪

臭

の
発

生

場

所

、

犬

・
猫
等
動
物

の
住

み
か
、

火
災

の
発
生
、
青
少
年

の

非
行
行
為

の
場
所
、
交
通

障
害
と
な

る
な
ど
行
政
事

務
上

に
お

い
て
も
様

々
な

問
題

の
原
因

に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

そ

こ
で
、
市
長

に
管
理

条
例

の
制
定
を
お
願

い
し

た

い
わ
け
だ
が
、
約
１
年

前
は
、
全
国

で
空
き
家
対

策

に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体

の
数
は
、

７
自
治
体
だ

っ
た
が
、
現

在
は
、
全
国

で
約
１
２
０

の
自
治
体
が
、
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。

さ
ら

に
、
そ
れ
ら

の
条

例

に
は
、
老
朽
化
し
た
空

き
家
等

の
解
体
費
用

に
補

助
金
を
出
す
制
度
も
、
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

す

で
に
、
隣

の
飯
塚
市

も
条
例
を
制
定
し
、
施
行

さ
れ

て
い
る
。
本
市

に
お

い
て
も
、
早
急

に
条
例

の

制
定
を
す
る
考
え
は
な

い

か
、
再
度
お
尋
ね
す
る
。

松

岡

市

長

　

全

国

で
も

、

１
２
０

の
自
治
体
が
条
例

を
制
定
し
て
い
る
と

い
う

こ
と

で
あ
り
、
本
市

に
お

い
て
も
相
当

の
空
き
家
が

あ
る
の
で
、

こ
の
危
険
性

を
考
え
、
早
急

に
担
当
課

を
決
め
、
条
例
制
定

に
向

け
、
調
査
、
研
究
し
て
い

山本議員

農道延長及びその舗装状況について

間.ほとんど舗装されていない

嘉穂地区の農道舗装について

答。計画的に予算措置を行い、
舗装を進めていく

質
　
農
道
延
長
及
び
そ

の

舗
装
状
況
は
地
区
別

で
ど

つヽ
な

っ
て
い
る
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
市

内
全
域

の
農
道
延
長
が
１

０
６
６
７
０

ｍ
、
舗
装
延

長
３
７
０
８
３

ｍ
で
舗
装

率
３４
・
７
％
だ
。
そ
の
う

ち

地

区

別

の
舗

装

率

は

、

碓

井

地

区

は

１

０

０

％

、

山

田
地

区

は

６７
・

３

％

、

稲

築

地

区

は

３９
・

５

％

、

嘉
穂
地
区
は
、
農
道
延
長

３

７

０

４

６

ｍ
に
対

し

、

舗
装
延
長
は
１
０
６
９

ｍ
、

舗
装
率
２
　
９
％
と
な

っ

て
い
る
。

質
　
農
道
台
帳

の
整
理
が

出
来
る
と
嘉
穂
地
区

の
農

道
延
長
は
約
５
～
６
万

ｍ

と
な
り
、

こ
の
内
舗
装
延

長
が
ｌ
ｍ
強
と
、

ほ
と
ん

ど
舗
装
を
し
て
い
な

い
状

況
と
な
る
が
、
副
市
長
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

田
中
副
市
長
　
〈
フ
ま

で
施

策
と
し
て
取
り
組
み
を
さ

れ
た
結
果
、
合
併
し
て
農

道
舗
装

の
補
助
事
業
が
な

か

っ
た
関
係
も
あ
り
、
今

後
は
計
画
的

に
予
算
措
置

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

べ
き

で
は
な

い
か
と
考
え

て
い
る
。

質
　
市
長
は
ど
う
考
え

る

の
か
。

松
岡
市
長
　
重
複
す
る
が
、

今
後
計
画
的

に
舗
装
を
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け

な

い
と
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
防
護
柵

の
基
準

緩
和
に
つ
い
て

質
　
有
害
鳥
獣
防
護
柵

の

国

に
対
す
る
基
準
緩
和

の

要
望
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
福

岡
財
務
支
局
と

の
意
見
交

換

の
中

で
要
望
を
し
て
お

り
、
必
ず
国

の
上

の
方

に

挙
げ
る
と
聞

い
て
い
る
。

質
　
市
長
は
ど
う
考
え

る

の
か
。

市
長
　
有
害
鳥
獣

に
つ
い

て
は
、
県
内
特

に
農
村
部

に
つ
い
て
は
深
刻
な
問
題

と
な

っ
て
お
り
、
福
岡
県

市
長
会

に
お

い
て
、
国

に

要
望
す

べ
き
と
し
て
議
決

を
し
て
い
る
。

※
こ
の
ほ
か
①
作
業
道
と

林
道
の
違
い
及
び
里
道
の

管
理
に
つ
い
て
②
有
害
鳥

獣
防
護
柵
の
２５
年
度
事
業

に
つ
い
て
③
稲
築
地
区
西

鉄
バ
ス
廃
止
後
の
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
④
保

育
料
の
滞
納
に
つ
い
て
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

未舗装の農道 (嘉穂地区 )

Llコピん質 問
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Llコピん質問

答。国の基本方針や県の促進計画に 山倉議員
基づき、本市の計画を早急に取りまとめる

質
　
平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日

に
発
生
し
た
未
曾
有

の
東

日
本
大
震
災

か
ら
丸
２
年

が
経
ち
、
被
災
地

で
は
未

だ

に
復
興

の
目
途
が
立
た

な

い
中
、
全
国
的

に
改
め

て
防
災

の
見
直
し
が
叫
ば

れ
て
い
る
。

「心
豊

か
な
人
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
と
し

て
、
市
内
全

て
の
学
校

の

耐
震
化
は
終
了
し
て
い
る

が
、
今
年

の
３
月
Ｈ
日

の

新
聞

に
耐
震
化

に
関
す

る

記
事
が
掲
載
さ
れ
、

「嘉

麻
市
は
昭
和
５６
年
１０
月

に

庁
舎
が
完
成
し
、
耐
震
基

準
導
入
前

で
あ

っ
た
た
め

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

診
断
も
未
実
施

で
あ

る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
事

実
か
。

福
田
総
務
課
長
　
庁
合

の

耐
震

に
つ
い
て
の
報
道
内

容
は
事
実

で
あ
る
。
平
成

２４
年
３
月
末
現
在

の
公
共

施
設
等

の
耐
震
化
進
捗
状

況

で
は
、
建
築
基
準
法

の

耐
震
基
準
日
が
昭
和
５６
年

６
月
１
日
と
な

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
昭
和
５６
年

以
前

の
建
物

の
中

で
耐
震

化

の
判
断
を
し
て
い
く
と
、

本
市

の
小
中
高
等
学
校

に

つ

い

て

は

耐

震

化

率

１
０
０
％
と

い
う

こ
と

に

な

る
。
ま
た
、
５６
年
以
前

の
建
物

の
中

で
も
耐
震
診

断

の
結
果
、
公
営
住
宅
９

棟

ほ
ど
が
改
修

の
必
要
は

な

い
と
判
断
さ
れ
た
が
、

庁
舎

や
福
祉
施
設
、
体
育

館
な
ど
８５
棟
が
ま
だ
耐
震

診
断
が
未
実
施
と

い
う
状

況
で
あ
る
。

質
　
市
民

の
利
用
頻
度

の

多

い
建
物

や
、
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ

て
い
る
建
物

の
耐
震
化
や
耐
震
診
断
は

今
後
ど

の
よ
う

に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

総
務
課
長
　
建
物

の
耐
震

化

に
つ
い
て
は
、
耐
震
改

修

の
促
進

に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
耐
震
診
断

や

耐
震

の
改
修
が
今

の
と

こ

ろ
努
力
義
務

に
な

っ
て
い

る
が
、

一
日
も
早

い
耐
震

化
が
望
ま
れ
る
。
今
後
国

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

ま
た
県

の
耐
震
改
修

の
促

進
計
画

に
基
づ
き
耐
震
改

修
促
進
計
画
を
早
急

に
取

り
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
、

「学
力
向
上
の

た
め
の
取
り
組

み
に

つ
い

て
」

「市
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し

た
。

碓丼庁舎

■ Lご こ 1
田淵議員

福祉行政について

間.フアミリ…・サポ…卜・

センターの実施の見通しは

答。ニーズ調査を行い、設置の

必要性の実態を把握し検討する

質
　
公
立
５
保
育
所

の
入

所
状
況
は
。

深
町
こ
ど
も
育
成
課
長

鴨
生
は
定
数
１
２
０
に
対

し
１
１
４
、
山
野
は
９０

に

対
し
１
０
４
、
碓
井
１
５

０
に
対
し
９９
ヽ
嘉
穂
は
８０

に
対
し
６９
ヽ
ど
ん
ぐ
り
は

１
２
０
に
対
し
８４
ヽ
合
計

で
は
定
数
５
６
０
に
対
し

４
７
０
だ
。

質
　
山
野
保
育
所

の
定
数

オ
ー

バ
ー

の
管
理
安
全
性

は
。
こ
ど

も

育

成

課

長

　

面

積

・
保
育
士
数

に
よ
り
あ

る
程
度
許
容
範
囲
が
あ
り
、

山
野
は
範
囲
内

に
収
ま

っ

て
い
る
。

質
　
病
後
時
保
育

の
利
用

状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
病
気

回
復
期

の
児
童
を
保
護
者

の
都
合

で
保
育

で
き
な

い

場
合

に
利
用
で
き
、
ど
ん

ぐ
り
保
育
所

に
併
設
し
て

い
る
。
活
用
状
況
は
年

々

事
業
内
容
が
浸
透
し
、
２４

年
度
は
利
用
者
６７
名
と
な

っ
て
い
る
。

質
　
学
童
保
育
所

の
利
用

状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
各
学

校
内

に
設
置
し
、
入
所
児

童
は
、
嘉
穂
第

一
５７
ヽ
嘉

穂
第

二
３８
ヽ
千
手
４５
ヽ
宮

野

３２

ヽ

足

自

‐７

ヽ

碓

井

７２
ヽ
稲
築
西
１
３
８
、
稲

築

東

１

２

５

、

下

山

田

５５
ヽ
上
山
田
９７
ヽ
合
計
６

７
６
名
だ
。

質
　
子
育

て
支
援
交
付
金

の
活
用
状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
平
成

‐７
年
か
ら

の
事
業

で
家
庭

支
援
推
進
事
業

・
養
育
支

援
訪
問
事
業

・
乳
児
全
戸

訪
問
事
業

・
地
域
子
育

て

事
業
等

の
活
動
を
し
て
い

′つ
。
質
　
近
隣

で
は
飯
塚
市
が

行

っ
て

い
る

フ

Ｆ

ミ
リ

ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ

ー
事
業
が
本
市

の
事
業

に

は
な

い
が
、
内
容
と
今
後

の
実
施
見
通
し
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
本
事

業
は
、
地
域

に
お

い
て
育

児

の
援
助
を
行

い
た

い
者

「ま
か
せ
て
会
員
」
と
育

児

の
援
助
を
受
け
た

い
者

「お
ね
が

い
会
員
」
が
行

う
会
員
制
度

の
相
互
援
助

活
動

で
、
子
育

て
を
行

っ

て
い
る
家
庭
が
育
児
と
仕

事
等
を
両
立

で
き
る
環
境

づ
く
り

の
お
手
伝
を
す
る

仕
組
み
だ
。
今
後
は
平
成

２７
年
度
施
行

の
子
ど
も

・

子
育

て
支
援
制
度

の
ユ
ー

ズ
調
査
を
２５
年
度

に
実
施

し
、
そ

の
結
果
を
ふ
ま
え

て
検
討
し
た

い
。

〆
´
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Llコピん菫間
地

方

自

治

法

１
０
０
彙
に
基
づ
く
姜
員
会
と
は
？

国
会

の
衆
参
両
院

に
与

え
ら
れ
て
い
る
国
政
調
査

権
同
様

の
趣
旨

で
、
地
方

議
会

に
も
与
え
ら
れ
て
い

る

「普
通
地
方
公
共
団
体

の
事
務

に
関
す
る
調
査
を

行

い
、
選
挙
人
そ
の
他
関

係
人

の
出
頭
及
び
証
言
並

び
に
記
録

の
提
出
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
権

限
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

こ
の
権
限
は
、
１
０
０

条
調
査
権
と
も
呼
ば
れ
、

俗

に

「伝
家

の
宝
刀
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査

の
方
法
と
し
て
、

選
挙
人
そ
の
他

の
関
係
人

の
出
頭
、
証
言
、
記
録

の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

関
係
人
と
は
、
調
査
対

象

に
関
係

の
あ
る
す

べ
て

の
者

で
、
住
民

の
み
な
ら

ず
、
行
政
機
関

の
地
位

に

あ
る
者
や
議
員

に
も
出
頭

等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
関
係
人
は
、
正
当
な
理

由
な
く
出
頭
、
証
言
、
記

録

の
提
出
を
拒
ん
だ
と
き

は
、
６
カ
月
以
下

の
禁
錮

ま
た
は
１０
万
円
以
下

の
罰

金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

証
人
尋
問

証
人

に
対
し
質
問
を
行

い
、

こ
れ

に
答
え
さ
せ
る

手
続
き

に
よ

っ
て
行
う
証

拠
調

べ
の
こ
と
を
言

い
ま

す
。地
方
議
会

で
は
、
１
０

０
条
調
査
権

の
行
使

に
当

た
り
、
選
挙
人
そ
の
他

の

関
係
人

の
出
頭
を
求
め
、

証
言
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
民
事
訴

訟

に
関
す
る
法
令

の
規
定

中
、
証
人

の
尋
間

に
関
す

る
規
定
が
準
用
さ
れ

て
い

ま
す
。
証
人
尋
間
に
当
た

っ
て

は
、
関
係
人
は
宣
誓
を
行

い
、
署
名
押
印
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
宣
誓
し
た
関
係

人
が
虚
偽

の
陳
述
を
し
た

場
合

に
は
、
３
カ
月
以
上

５
年
以
下

の
禁
錮

に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

議
会
は
、
関
係
人
が
正

当
な
理
由
な
く
出
頭
せ
ず

若
し
く
は
証
言
を
拒
ん
だ

時
又
は
宣
誓
し
た
関
係
人

が
虚
偽

の
証
言
を
し
た
と

き
は
告
発
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
調

査
終
了
の
前

に
自
白
し
た

と
き
は
告
発
し
な

い
こ
と

が
で
き
ま
す
。

浦田議員

命の水、どう守る

間.水に関する保全条例。いつ。
どのようなものを提案するのか

答.ニセコ町の条例を基に
6月提案したい

質
　
旧
嘉
穂
地
区
は
か

つ

て
全
町
民
を
挙
げ

て
、
産

廃
処
分
場
建
設
阻
上

の
闘

い
を
行

い
、
６
０
０
０
万

円

の
和
解
金
を
払

っ
て
命

の
水
を
守

っ
た
。
昨
年
６

月
、
上
水
道
施
設

の
な

い

千
手
地
区
か
ら

「水

の
保

全
条
例
」

に
関
す
る
請
願

が
提
出
さ
れ
、
以
来
、
条

例

制

定

を

迫

っ
て
き

た

。

昨

年

１２

月

定

例

会

で
は

、

「本
年
３
月
定
例
会

で
提

案
す
る
」
と
言

っ
て
お
き

な
が
ら
提
案
し
な
か

っ
た
。

い
つ
、
ど

の
よ
う
な
条
例

案
を
提
案
す
る
の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
北
海
道

ニ
セ

ヨ
町

の
条
例
を
素
案

と
し
て
次
回

の
議
会

に
提

案
し
た

い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
　
去
る
２
月
２７
日
、
イ

ノ
シ
シ

・
鹿

の
ハ
ム
や
燻

製
な
ど

の
試
食
会
が
開
催

さ
れ
、
大
変
お

い
し

い
し
、

十
分
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

販
売

で
き
る
と
確
信
し
た
。

そ

こ
で
、

い
つ
販
売
す
る

の
か
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
特

産
品
と
し
て
平
成
２５
年
度

か
ら

「道

の
駅
う
す

い
」

で
試
験
的
な
販
売
を
行
う
。

質
　
当
然
、
加
工
施
設
も

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
最
終
的

に
自
前

で
や
る
と
す
れ
ば
、

食
肉

の
処
理
加
工
施
設
も

必
要

に
な
る
の
で
、
検
討

す
る
。

質
　
イ
ノ
シ
シ

・
鹿
を
捕

獲
す
る
た
め
、
若

い
職
員

に
免
許
を
取
得
さ
せ
れ
ば

箱
わ
な
も
増

や
せ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。
防
護
柵
な

ど

の
対
象

に
な
ら
な

い
地

区
、
例
え
ば
、
少
数
点
在

地
区
や
百
谷
地
区

へ
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

産

業

振

興

課

長

　

現

在

、

３
名

の
職
員
が
免
許
を
保

有
し
て
い
る
。
今
後
、
必

要

に
応
じ
、
免
許
を
取
得

す

る
よ
う
検
討
す
る
。
防

護
柵

の
問
題
は
、
国

の
制

度

で
３
戸
以
上
な
ど

の
制

約
が
あ
る
。
し
か
し
、
人

命
と
か
生
活

の
安
全

に
か

か
わ
る
問
題
も
出

て
く

る

の
で
、
十
分

に
検
討
す
る
。

千手地 EXI
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地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
基
づ
＜

調報

特洩

本
特
別
委
員
会
は
、
昨

年
１２
月
定
例
会
の

一
般
質

問
の
中
で
、
Ｄ

‥
Ｓ
Ｔ
Ｂ

リ
ー
ス
契
約
に
係
る
資
料

の
漏
え
い
が
指
摘
さ
れ
た

こ
と
に
基
づ
き
、
昨
年
１２

月
２７
日
開
催
の
臨
時
会
で
、

Ｄ

‥
Ｓ
Ｔ
Ｂ
リ
ー
ス
契
約

に
係
る
情
報
漏
え
い
に
関

し
て
、
そ
の
全
容
解
明
と

市
の
対
応
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
た
め
、
委
員
１３
名

を
も

っ
て
構
成
す
る
地
方

自
治
法
第
１
０
０
条
に
よ

る
調
査
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
７
回
に
わ
た

っ

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
経
過

１
月
２４
日
に
開
催
し
た

委
員
会
で
は
、
主
に
、
人

事
秘
書
課
が
実
施
し
た
内

部
調
査

の
報
告
を
受
け
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

内
部
調
査
で
は
、
情
報

漏
え
い
し
た
と
さ
れ
る
資

料
は
、
平
成
２３
年
１２
月
１４

日
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

設
置
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
か
ら
碓

井
庁
舎
２
階
設
置
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
機
に
送
信
さ
れ
た

「平

成
２３
年
度
嘉
麻
市
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
セ
ッ
ト
ト

ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
物
品
設
置

リ
ー

ス
料

の
入
札

（
随

意
）
結
果
報
告
及
び
契
約

締
結
伺
」
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
資
料
は
平
成
２４
年

１０
月
２９
日
、
ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
担
当
参
事
が
嘉
麻
警

察
署

の
事
情
聴
取

に
応
じ

た
際

に
問
題
資
料
を
確
認

し
た
こ
と
。

問
題
資
料
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
し
た
者
は
確
認
で
き
た

が
、
誰
が
ど

の
よ
う
な
目

的

で
資

料

を

受

け
取

り

、

使
用
し
た

の
か
は
不
明
で

あ
る
こ
と
な
ど

の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

２
月
４
日
に
開
催
し
た

委
員
会

で
は
、
内
部
調
査

報
告
書

の
内
容
を
中
心

に

関
係
職
員
４
人

の
証
人
尋

間
を
行

い
ま
し
た
。

（

に
関
す
る

別
委
員
会

中
間
報
告

２
月
１５
日
に
開
催
し
た

委
員
会

で
は
、
情
報
漏
え

い
し
た
と
さ
れ
る
資
料

の

取
扱

い
、
市

の
対
応
な
ど

を
中
心

に
市
長
、
副
市
長

の
証
人
尋
間
を
行

い
ま
し

た
。２

月
２８
日
に
開
催
し
た

委
員
会

で
は
、
嘉
麻
警
察

署
長
か
ら
、
　

屋
口
発

の
相

談

の
際

に
嘉
麻
警
察
署

ヘ

提
出
さ
れ
た
資
料

に
つ
い

て
は
、
す

べ
て
本
人

に
返

還
し
て
お
り
、
嘉
麻
警
察

署

に
は
記
録
提
出
請

に
係

る
資
料
は
な

い
」
と

の
回

答
が
あ

っ
た
旨

の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

な
お
、

こ
れ
ま

で
の
証

人
尋
間
で
は
、
平
成
２３
年

３
月
３‐
日
実
施

の
嘉
麻
市

ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
セ

ツ
ト
ト

ツ
プ
ボ

ツ
ク

ス
物

品
設
置
リ
ー
ス
料

の
入
札

及
び
契
約

の
履
行

に
つ
い

て
は
、
６
名
と
も
、
違
法

な
点
は
な
く
、
監
査
委
員

や
関
係
部
署
か
ら
の
指
摘

も
な
か

っ
た
と

の
証
言
が

あ
り
ま
し
た
。

３
月
５
日

に
開
催
さ
れ

た
委
員
会

で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
さ
れ
た
契
約
締
結
伺

を
受
け
取

っ
た
経
過
と
取

扱

い
、
公
益
通
報
者
保
護

法

の
適
用
と
な
る
事
案

で

あ

る
と
判

断

し
た

理
由

、

Ｄ

‐
Ｓ
Ｔ
Ｂ
リ
ー

ス
契
約

に
関
し
て
嘉
麻
警
察
署

ヘ

告
発

の
相
談

に
行

っ
た
経

過
な
ど
を
中
心

に
関
係
議

員

の
証
人
尋
間
を
行

い
ま

し
た
。

精

力

的

に
調
査

を

進

め

る

以
上
が
主
な
経
過
で
あ

り
ま
す
が
、
各
証
人
か
ら

の
証
言
内
容
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
公
益
通
報
者

保
護
法
の
保
護
の
対
象
と

な
る

「公
益
通
報
」
に
該

当
す
る
事
案
で
あ
る
か
に

つ
い
て
も
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
精
力
的
且
つ
詳
細

に
わ
た
り
調
査
を
続
行
し
、

再
発
防
止

の
観
点
か
ら
、

情
報
漏
え
い
に
関
す
る
全

容
の
解
明
及
び
市
の
対
応

に
つ
い
て
、
鋭
意
調
査
を

進
め
る
予
定
で
す
。
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今回か ら全ページカラーにな りま した。

議会だよりかまし(28号 )


